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資料Ａ-1-①-１：本校における研究活動に関する目標 
 
高専が実践技術者の育成機関であることを踏まえ、学際領域、独創的な研究を企画実施し、教員の能力の向上を
図り、かつ、卒業研究の課題として学生の技術的教育の一環として位置づける。また、研究成果を教育に反映
し、地域を始めとする社会に還元できるよう努力する。 
１）学内・学校間研究の促進とそのため研究体制の整備 
２）地域の産業界や地方公共団体との共同研究・受託研究の促進とそのための体制整備 
３）研究成果の公表・成果の知的資産化に対する取り組みの促進とそのための体制整備 

（出典：平成 25 年度小山高専中期計画）

 

資料Ａ-1-①-２：教員の研究分野一覧（例：物質工学科） 

 

職 名 学 位 氏  名 研究分野 主な研究テーマ 
平成 25 年度 

担当科目 

教 授 工学博士 糸井 康彦 
腐食工学 

表面処理 

局部腐食モニタリング実用化 

超臨界二酸化炭素環境下メッキ 

分析化学 

基礎化学 

金属化学 

教 授 理学博士 亀山雅之 有機合成化学
有機金属化合物を用いる高選択的炭

素-炭素結合生成反応の開発 

有機化学Ⅰ、Ⅱ 

有機合成化学 

教 授 農学博士 上田 誠 
酵素工学 

応用微生物学

微生物や酵素を用いたバイオプロセ

スの開発 

生物化学 

酵素工学 

生物有機化学 

教 授 
博士 

(工学) 
武 成祥 

電気化学 

腐食工学 

ﾊｲﾄﾞﾛｷｼｱﾊﾟﾀｲﾄ生体適合被覆材の開発 

材料の高温腐食 

無機化学 

材料工学 

腐食工学 

准教授 
博士 

(農学) 
笹沼いづみ 

生物化学 

分子生物学 

胚性幹細胞の分化 

植物病原菌の感染機構 

遺伝子工学 

生命工学 

食品化学 

准教授 
博士 

（工学） 
渥美 太郎 固体化学 

ｾﾗﾐｯｸ電子材料の合成 

光触媒材料の合成 

物理化学Ⅰ 

固体化学 

准教授 
博士 

（理学） 
酒井  洋 

界面化学 

分子分光学 
界面活性剤単分子膜の評価 

物理化学Ⅲ 

機器分析Ⅱ 

分子構造論 

准教授 
博士 

(工学) 
飯島 道弘 

機能性高分子

高分子合成 

生体材料 

機能性高分子の精密合成と応用 

新しい医用高分子材料の開発 

高分子化学 

工業化学 

有機材料 

准教授 
博士 

(工学) 
田中 孝国 

化学工学 

環境工学 

微生物を用いた新しい水処理技術の

開発 

化学工学Ⅰ 

環境化学Ⅰ 

反応工学 

講 師 
博士 

(工学) 
西井  圭 

有機金属化学

高分子合成 

高耐熱透明樹脂の開発 

機能性材料合成用触媒の開発 

有機化学Ⅰ 

環境化学 

触媒化学 

講 師 
博士 

(学術) 
川越 大輔 

ｾﾗﾐｯｸｽ工学 

生体材料工学
高機能なバイオセラミックスの作製

無機材料 

工業化学 

複合材料 

助 教 
博士 

(工学) 
高屋 朋彰 

培養工学 

微生物工学 

微生物を用いた有用物質生産の効率

化 

微生物の生産する新規有用物質の検

索 

微生物工学 

生物資源工学 

助 教 
博士 

(工学) 
加島 敬太 

生物化学工学

分離工学 

生体高分子の新規用途開発 

高安全性分離プロセスの構築 

化学工学 II 

分離工学 

 

（出典：平成 25 年度物質工学科調査資料）

 

 

 

 

 



小山工業高等専門学校 選択的評価事項Ａ 

- 2 - 

資料Ａ-1-①-３： 本校における研究活動の指針 
 
【小山高専第２期中期計画】 

２ 研究に関する事項 
 教育内容を技術の進歩に即応させるとともに、教員自らの創造性を高めるため、研究活動を活性化させ
る。 
① 学内・学校間研究の促進とそのための研究体制の整備 
a. 本科の卒業研究、専攻科の特別研究の研究課題に共同研究を積極的に取り上げる。         
    （毎年度） 
b. 研究水準を維持・発展させるため、学科間の相互協力、広く大学等他機関との交流の機会を多くするよ
うに努める。 
（毎年度） 
c. 「大学コンソーシアムとちぎ」「おやま大学ネットワーク」に積極的に参加し、他大学との連携を強化
する。（毎年度） 
d. 科学研究費を含む外部資金採択向上のための情報提供・説明会を開催する。 
（毎年度） 
 
② 地域の産業界や地方公共団体との共同研究・受託研究の促進とそのための体制整備 
a. 各教員が有する研究シーズを公表し、産業界や地方公共団体との共同研究を促進し、これらの成果を公
表する。（毎年度） 
b. 栃木県の5分野の産業振興協議会や「おやま産学官ネットワーク」等を活用し、地域社会への技術的・
文化的貢献、公開講座、共同研究、技術相談を積極的に推進する。（毎年度） 
c. 地域企業等との共同研究、技術相談を積極的に推進するための活動資金母体ともなる、小山高専振興会
（仮称）の組織化を進める。（期間内） 
d. 外部からのアクセス窓口である地域連携共同開発センター産学官連携部門の機能を充実させ、技術相談
、共同研究等を積極的に開拓し、また、学外からの要請に対し、迅速に学内への連絡連携が取れる体制を
作る。（期間内） 
③ 研究成果の公表・成果の知的資産化に対する取り組みの促進とそのための体制整備 
a. 学内の研究成果の情報公開を推進し、高専－技科大連合・スーパー地域産学官連携本部事業に貢献する
。（期間内） 
b. 特許出願に関する具体的な説明会などを開き、その出願件数の増加を促進する体制を整える。（期間内
） 

 

【小山高専平成２５年度計画】 

 

２ 研究に関する事項 
 教育内容を技術の進歩に即応させるとともに、教員自らの研究活動を活性化させる。 
 
① 学内・学校間研究の促進とそのための研究体制の整備 
a. 本科の卒業研究、専攻科の特別研究の研究課題に企業等との共同研究を積極的に取り上げる。 
b. 研究水準を維持・発展させるため、学科間の相互協力、並びに大学、産業技術総合研究所等他機関との
交流の機会を多くするように努める。 
c. 「大学コンソーシアムとちぎ」「おやま大学ネットワーク」等に積極的に加わりその活動に貢献すると
共に、大学コンソーシアムとちぎ主催の「学生＆企業研究発表会」に参加する。 
d. 科学研究費、その他外部資金の獲得に効果的な情報収集や外部講師等による説明会を実施するとともに
、申請時に適切なサポートを施し、教員等にその獲得を促す。 
e. 本校としての戦略的研究テーマの設定や研究体制の確立等について、教育研究推進委員会を中心に積極
的に検討を行う。 
② 地域の産業界や地方公共団体との共同研究・受託研究の促進とそのための体制整備 
a. 各教員の研究シーズを活用して産業界や地方公共団体との共同研究を促進する。 
 
b. 栃木県の5分野の「産業振興協議会」、「おやま産学官ネットワーク」等と連携して、地域企業等との
共同研究、技術相談を積極的に進める。特に、小山市とは「包括連携協定」に基づく、教育・研究・新エ
ネルギー・まちづくり等に関する共同事業や研究を積極的に推進する。 
c. 地域企業等との共同研究、技術相談を積極的に推進するために、小山高専振興会（仮称）を設立する。
d. 地域連携共同開発センター産学官連携部門を窓口として、学外との共同研究、技術相談等を積極的に進
める。 
③ 研究成果の公表・成果の知的資産化に対する取り組みの促進とそのための体制整備 
a. 学内の研究成果の情報公開を推進し、高専－技科大連合・スーパー地域産学官連携本部事業に貢献する
。 
b. 知的財産に関する説明会等を開催し、教員の知財に対する関心を高め、特許等の出願件数の増加を促す
。  

（出典：小山高専ＨＰ）
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資料Ａ-1-①-４：地域連携共同開発センターの案内 

 

 

 

共同センター本館外観 

（出典：小山高専ＨＰ）
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資料Ａ-1-①-５：小山工業高等専門学校地域連携共同開発センター規則（１／２） 

 制  定 平成２０年４月 1 日

                            最終改正 平成２５年４月１日

（設置） 
第１条 小山工業高等専門学校（以下「本校」という。）に、産学官連携の拠点及び学内共同
利用教育研究施設として、本校における教育･研究並びに地域企業等との共同研究や技術交流
等を推進するとともに、地域との連携活動を通して地域社会に貢献するために、地域連携共同
開発センター（以下「センター」という。）を置く。 
（業務） 
第２条 センターにおいては、次に掲げる業務を行う。 
一 産学官連携に関すること。 
二 地域企業等との技術相談に関すること。 
三 共同研究、受託研究及び受託試験の実施に関すること。 
四 地域企業等と連携した共同教育の促進支援に関すること。 
五 学内共同研究の推進に関すること。 
六 公開講座に関すること。 
七 地域の教育文化活動及び生涯学習活動等の支援に関すること。 
八 先進的キャリア教育推進室に関すること。 
九 センターの施設・設備の管理運営に関すること。 
十 その他センターが必要と認めたもの 
（部門及び室） 
第３条 センターに業務遂行のための組織として、次の部門及び室を置く。 
一 産学官連携部門 
二 研究開発部門 
三 教育文化活動支援部門 
 四 先進的キャリア教育推進室 
（センター長） 
第４条 センターに、地域連携共同開発センター長（以下「センター長」という。）を置き、本
校専任教員のうちから校長が任命する。 
２ センター長は、第２条の業務を掌理する。 
３ センター長の任期は２年とし、再任を妨げない。ただし、欠員を生じた場合の後任者の任期
は、前任者の残任期間とする。 
（部門長及び室長） 
第５条 第３条に定める各部門及び室に、部門長又は室長を置く。 
２ 部門長及び室長は、本校専任教員のうちから、校長が任命する。 
３ 部門長及び室長は、当該部門又は室の業務を統括する。 
４ 部門長及び室長の任期は１年とし、再任を妨げない。ただし、欠員を生じた場合の後任者の
任期は、前任者の残任期間とする。 
（センター員） 
第６条 センターの業務を円滑に行うために、次の各号に掲げる地域連携共同開発センター員
（以下「センター員」という。）を置く。 
 一 一般科、機械工学科、物質工学科及び建築学科から各２名 
 二 電気電子創造工学科から４名 
 三 総務課長 
 四 評価・地域連携係長 
五 教育研究技術支援部技術長 
六 教育研究技術支援部技術室第３グループ長 
七 その他校長が必要と認めた者 
２ センター員は、第２条（第２条第１項第８号を除く）に定める業務の企画立案及びその業務
の遂行にあたる。 
３ センター員の所属部門は、センター長が別に定める。 
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資料Ａ-1-①-５：小山工業高等専門学校地域連携共同開発センター規則（２／２） 
 
４ センター員は、校長が任命する。 
５ 第１項第１号、第２号及び第７号のセンター員の任期は１年とし、再任を妨げない。ただ
し、欠員を生じた場合の後任者の任期は、前任者の残任期間とする。 
（室員） 
第７条 先進的キャリア教育推進室の業務を円滑に行うために、次の各号に掲げる先進的キャリ
ア教育推進室員（以下「室員」という。）を置く。 
一 部門長から１名 
二 教務主事補から１名 
三 学生主事補から１名 
四 専攻科コース主任から１名 
五 四年次担任 
六 総務課長 
七 学生課長 
八 その他校長が必要と認めた者 
２ 室員は、第２条第１項第８号の企画立案及びその業務の遂行にあたる。 
３ 室員は、校長が任命する。 
（センター職員） 
第８条 センターに、センター担当の技術職員（以下「センター職員」という。）を置く。 
２ センター職員は、センター長の指示を受けて第２条の業務を遂行する。 
（設備担当者） 
第９条 センター設備の安全運用及び保全管理を行うために設備ごとに設備担当者を置く。 
２ 設備担当者は、本校の専任教員のうちからセンター長が依頼する。 
（運営委員会） 
第１０条 センターの運営に関する重要事項を審議するため、小山工業高等専門学校地域連携共
同開発センター運営委員会（以下「委員会」という。）を置く。 
２ 委員会に関し必要な事項は、別に定める。 
（事務） 
第１１条 センターに関する事務は、総務課及び教育研究技術支援部の技術室第３グループが協
力して行う。ただし、先進的キャリア教育推進室に関する事務は、総務課及び学生課が協力して
行う。 
（雑則） 
第１２条 センターの利用に関し必要な事項は、別に定める。 
附 則 
１ この規則は、平成20年４月１日から施行する。 
２ 小山工業高等専門学校地域共同開発センター規則（平成15年４月１日）は廃止する。 
３ 小山工業高等専門学校地域連携室規則（平成13年５月１日）は廃止する。 
附 則 
この規則は、平成20年10月１日から施行する。 
   附 則 
この規則は、平成 23 年 10 月 1 日から施行する。 
附 則 
この規則は、平成 25 年 4 月 1 日から施行する。 

（出典：小山高専ＨＰ）
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資料Ａ-1-①-６：小山工業高等専門学校地域連携共同開発センター運営委員会細則 
 

 

制  定 平成２０年４月１日

最終改正 平成２５年４月１日

（趣旨） 

第１条 この細則は、小山工業高等専門学校地域連携共同開発センター規則（平成20年４月１日制定）

（以下「規則」という。）第１０条第２項の規定に基づき、地域連携共同開発センター運営委員会（以

下「委員会」という。）の組織及び運営について定める。 

（組織） 

第２条 委員会は、次の各号に掲げる委員をもって組織する。 

一 地域連携共同開発センター長(以下「センター長」という。) 

二 規則第５条に規定する各部門長（以下「部門長」という。）及び室長 

三 規則第６条に規定するセンター員のうち、一般科、機械工学科、物質工学科及び建築学科から各１

名とし、電気電子創造工学科から２名とする。 

四 総務課長 

五 教育研究技術支援部技術長 

六 教育研究技術支援部技術室第３グループ長 

七 その他校長が必要と認めた者 

２ 前項第３号及び第７号の委員は、校長が任命する。 

３ 前項の委員の任期は、１年とし、再任を妨げない。ただし、欠員を生じた場合の後任者の任期は、

前任者の残任期間とする。 

（委員長及び会議の開催） 

第３条 委員会に委員長を置き、センター長をもって充てる。 

２ 委員長は、委員会を招集し、その議長となる。 

３ 委員長に事故があるときは、委員長の指名する部門長がその職務を代行する。 

４ 委員長が必要と認めたときは、委員以外の者を会議に出席させることができる。 

（審議事項） 

第４条 委員会は、次に掲げる事項を審議する。 

一 センターの管理・運営の基本方針に関すること。 

二 センターにおいて行う業務の企画立案及び実施計画に関すること。 

三 地域企業等他の機関とセンターとの連携協力に関すること。 

四 センターに係る規則、規程、細則等に関すること。 

五 その他センター長が必要と認めたこと。 

（委員会の事務） 

第５条 委員会に関する事務は、総務課及び教育研究技術支援部技術室第３グループが協力して行う。

附 則 

１ この細則は、平成２０年４月１日から施行する。 

２ 小山工業高等専門学校地域共同開発センター運営委員会細則（平成１５年４月１日制定）は廃止す

る。 

附 則 

この細則は、平成２０年１０月１日から施行する。 

附 則 

この細則は、平成２３年９月１日から施行する。 

   附 則 

この細則は、平成２５年４月１日から施行する。 

（出典：小山高専ＨＰ）
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資料Ａ-1-①-７：小山工業高等専門学校地域連携共同開発センター利用規程 
 

制  定 平成２０年４月 １日
最終改正 平成２４年４月２５日

（趣旨） 
第１条 この規程は、小山工業高等専門学校地域連携共同開発センター規則(平成 20 年４月１日制定)
第 12 条の規定に基づき、地域連携共同開発センター(以下「センター」という。）の利用に関し、必要
な事項を定める。 
（利用資格） 
第２条 センターを利用することができる者は、次のとおりとする。 
一 本校の教職員 
二 本校の学生 
三 本校と共同研究などを行う民間企業等の研究員 
四 その他地域連携共同開発センター長（以下「センター長」という。）が小山工業高等専門学校地域
連携共同開発センター運営委員会（以下「委員会」という。）の議を経て適当と認めた者 
（利用の日時） 
第３条 センターを利用できる日及び時間は、次のとおりとする。 
一 利用できる日 月曜日から金曜日まで（国民の祝日に関する法律（昭和 23 年法律第 178 号）に規
定する休日及び年末年始（12 月 28 日から翌年の１月４日まで）を除く。） 
二 利用できる時間 ８時 30 分から 17 時まで 
２ 前項の規定にかかわらず、センター長は、特に必要と認めたときは、利用日時を変更することがで
きる。 
（施設等の利用手続） 
第４条 センターの施設及び設備を利用しようとする者（以下「利用者」という。）は、あらかじめ別
紙様式に定める事項を記入し、センター内の技術管理室に提出しなければならない。 
（利用申請者） 
第５条 センターの施設及び設備の利用に関する申請者は、第２条第１号及び第３号に定める者とす
る。 
（経費負担等） 
第６条 センターの設備の利用に係る経費は、原則として利用者の負担とする。 
第７条 センターの設備の取り扱い及び使用料に関する事項は、別に定める。 
（遵守事項） 
第８条 利用者は、センターの利用に当たっては、次の各号に掲げる事項を遵守しなければならない。
一 センター長及び施設担当者並びに技術職員の指示に従うこと。 
二 センター内に教育・研究目的に使用する場合を除いて危険物を持ち込まないこと。 
三 センターの施設、設備、資料等を汚損し、又は破損しないこと。 
四 センター内の実験装置等の故障を発見した場合は、速やかにセンター長又は施設担当者に報告する
こと。 
五 その他、他の利用者の妨げとなる行為をしないこと。 
（利用の制限） 
第９条 センター長がセンターの管理運営上必要と認める場合は、センターの利用の一部又は全部を制
限することができる。 
（損害の弁償） 
第 10 条 利用者は、故意又は重大な過失により、施設、設備、資料等を汚損し、又は損傷したとき
は、遅滞なく原状に復し、若しくはその損害を弁償しなければならない。 
（その他） 
第 11 条 この規程に定めるもののほか、センターの利用に関し必要な事項は、委員会の議を経て、セ
ンター長が定める。 
附 則 
１ この規程は、平成 20 年４月１日から施行する。 
２ 小山工業高等専門学校地域共同開発センター利用規程（平成 15 年４月１日制定）は、廃止する。 
   附 則 
この規程は、平成 23 年９月１日から施行する。 

 

（出典：小山高専ＨＰ）
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資料Ａ-1-①-８： 地域連携共同開発センター員の配置 

 

北條 恵司 本多 良政
山崎 敬測 永 峰  麻 衣
田中 昭雄 森 下  佳 代
小林 康浩 上村 孝
笠原 雅人 櫻井 孝幸
飯島 洋祐 宇 津 木  崇
上田 誠 出川 強志
西井 圭

 

（出典：平成２５年度校務分掌）

 

資料Ａ-1-①-９： 地域連携共同開発センターの設備一覧 

設備名 規格等 機器の概要 

アームロボット 安川電機 YR-UP50-A0 福祉機器の耐久試験が行える。 

50kN 疲労試験機 
島津製作所      

EHF-EA5T-20L 
静的・動的試験ができる万能型である。 

10kN 疲労試験機 
島津製作所     

EHF-LV010K2-A04 

静的・動的試験ができる小型万能型であ

る。 

軸力-ねじり疲労試験

機 
インストロン 8874 

軸力にねじりを加えた 2 軸による静的・動

的試験ができる。 

走査電子顕微鏡(FE-

SEM) 
日本電子 JSM-7800F 電界放出型走査電子顕微鏡 

誘導結合プラズマ発光

分析装置(ICP) 

日立ハイテクサイエン

ス PS3520UVDD 

溶液内の微量元素の定性・定量分析ができ

る。 

核磁気共鳴装置(NMR) 日本電子 JNM-ECXII 種々の原子核が測定できるフーリエ変換 NMR

Ｘ線回折装置(XRD) 
パナリティカル    

エンピリアン製 
多機能の総合Ｘ線回折装置 

光電子分光装置(XPS) 日本電子 JPS-9010MX 
固体表面の元素分析、化学結合状態の分析

等ができる。 

熱エネルギー発生特性

評価装置 
Ulvac ZEM-3 

薄膜や棒状の半導体資料の熱電特性を評価

できる。 

太陽エネルギー発生特

性評価装置 
分光計器 CEP-2000RS 太陽電池の種々の特性測定ができる。 

プラズマ溶射装置 
プラズマダイン SG-

100 

セラミック等による表面コーティングがで

きる。 

超高温ホットプレス 
島津製作所      

VHL-gr18/15/prs 

圧力 20t、温度 2000 度で紛体を緻密に焼結

できる。 
 

（出典：小山高専ＨＰ）
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資料Ａ-1-①-10：地域連携共同開発センターを利用した卒業研究・特別研究（物質工学科） 

（１／２）

年度 研究テーマ名 

平成22年度 異なるグラフト鎖を同一分子中に有する新規グラフトポリマーの合成と応用 

機能性ナノカプセルを目指した温度及びpH応答性を有する新規ｸﾞﾗﾌﾄﾎﾟﾘﾏｰの合
成 

水熱処理ハイドロキシアパタイフィルターのろ過特性 

溶融塩薄膜下における材料の耐食性評価 

平成23年度 ﾊﾞｲｵﾏﾃﾘｱﾙの高機能化を目指したﾍﾃﾛﾃﾚｹﾘｯｸﾎﾟﾘｴﾁﾚﾝｸﾞﾘｺｰﾙの精密合成 

ホウ素ｴﾗﾉｰﾄを用いるmeso-2,4-ｼﾞﾒﾁﾙｸﾞﾙﾀﾙｱﾙﾃﾞﾋﾄﾞのAnti-選択的不斉ｱﾙﾄﾞｰﾙ反
応 

Pd触媒を用いるｱﾘﾙ型スズ反応剤とmeso-3,5-ｼﾞﾒﾁﾙｸﾞﾙﾀﾙ酸無水物の立体選択的
非対称化 

平成24年度 α-アミノオキシカルボン酸誘導体の合成と化学的性質 

架橋型フルオレニルアミドチタン錯体による1-アルケンとｼﾞｼｸﾛﾍﾟﾝﾀｼﾞｴﾝの共重
合 

meso-2,4-ｼﾞﾒﾁﾙｸﾞﾙﾀﾙｱﾙﾃﾞﾋﾄﾞのanti-選択的不斉ｱﾙﾄﾞｰﾙ反応 

機能性医用材料への展開を目指した末端にﾒﾙｶﾌﾟﾄ基を有するﾍﾃﾛﾃﾚｹﾘｯｸPEGの合
成 

平成25年度 生分解性および生体親和性を有する新しい多成分系ポリマーの合成と有用性検
討 

機能性表面創製を目指したPEG含有ブロックポリマーの精密合成 

パラジウム触媒により発生させたスズ反応剤を経由するフェノール類のハロゲ
ン化 

 

（出典：物質工学科資料）
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資料Ａ-1-①-10：地域連携共同開発センターを利用した卒業研究・特別研究（物質工学科） 

（２／２）

平成２５年度

コラーゲン関連物質の機能化のための水溶性ポリマーの開発

PEG鎖および複数のポリアミノ酸を有するペンタブロックポリマーの合成と応用

機能性トリブロックポリマーを用いたナノカプセルの物性評価と有用性検討

PEG鎖および2種類のポリアミノ酸を有するトリブロックポリマーの合成と応用

感光性を有する新しい機能性ブロックポリマーの合成

ハーフチタノセン錯体を用いたイソプレンの立体特異性重合

新規架橋型フルオレニルアミドチタン錯体の合成とその重合触媒作用

環境負荷低減に貢献するエチレンープロピレンゴム合成技術の開発

種々のアリル化剤およびルイス酸を用いるグルタル酸無水物のアリル化

meso-2,4-ジメチルグルタルアルデヒドのanti-選択的不斉アルドール反応

meso-2,4-ジメチルグルタルアルデヒド＝ジメチルアセタールの不斉アルドール反

meso-2,4-ジメチルペンタン-1,5-ジオールの立体選択的アリル化

水酸化カルシウムアパタイトへのナトリウムの添加効果の検討

炭酸含有アパタイト合成法の検討

疑似体液試験による炭酸含有アパタイトの溶解挙動の評価

研究テーマ名

（出典：物質工学科資料）

 

資料Ａ-1-①-11： 地域連携共同開発センター業務内容 

 

（出典：地域連携共同開発センターＨＰ）
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資料Ａ-1-①-12：産学官連携コーディネーター配置を示す資料 

 

（出典：総務課評価・地域連携係資料）

 

資料Ａ-1-①-13：小山高専研究シーズ集 

 

   

     ａ）冊子版                 ｂ）ｗｅｂ版  

（出典：小山高専研究シーズ集、小山高専ＨＰ）
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資料Ａ-1-①-14：産学交流会の開催 

小 高 専 評 第 ９ ３ 号

平成２６年２月１３日

教 職 員 各 位 

 

小山工業高等専門学校長 

苅 谷  勇 雅 

 

平成２５年度小山工業高等専門学校産学交流会の開催について（ご案内） 

 

平成２６年２月１２日（水）開催の運営会議において、地域連携共同開発センター長から説明がありま

したように、平成２５年３月１４日（金）に本校を会場として標記交流会が開催されます。 

つきましては、多数の教職員が参加されて企業等との交流を図っていただきますようご案内します。 

なお、諸準備等の都合もありますので、別紙「交流会参加申込書」に必要事項を記入の上、３月３日

（月）までに、総務課評価・地域連携係までご回報くださいますようお願いします。 

記 

 

１．日 時 平成２６年３月１４日（金） １３時３０分～１９時００分 

２．主 催 小山工業高等専門学校 

２．共 催 小山高専地域連携協力会 

３．会 場 小山工業高等専門学校（栃木県小山市大字中久喜７７１番地） 

４．日 程  

  第１部 １３時３０分 地域連携共同開発センター改修工事 竣工式 

             地域連携共同開発センター 概要説明 

             施設見学 

  第２部 １５時００分 産学交流会 

基調講演 株式会社ナカニシ  代表取締役副社長 中西 賢介 氏 

             「歯科用回転機器メーカー グローバル No.1 への道」 

事例発表 アクリーグ株式会社 代表取締役社長  磯山 左門 氏 

「経営品質向上への継続的取組み」 ～百年企業をめざして～ 

             学生発表 電気情報工学科   ５年       和田 義久 君 

  第３部 １７時２０分 情報交換会・懇親会（軽食とソフトドリンクを提供いたします。） 

      １９時００分 閉会挨拶 

５．参加費 無料 

 

（出典：学内通知メール）

照会先 〒323-0806 栃木県小山市大字中久喜 771 

小山工業高等専門学校 総務課 評価・地域連携係 

TEL：0285-20-2197 FAX：0285-20-2880 

E-mail：sangaku@oyama-ct.ac.jp 
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資料Ａ-1-①-15：重点配分経費に関する通知 

平成２５年６月２７日

教職員 各位  

       校     長  

                                                   （公印省略） 

 

          平成２５年度重点配分経費について 

 

  このことについて、下記の内容で実施することとしましたので、希望する場合は、申請書を７月

１１日（木）までに提出願います。 

 

                                  記  

 配分総額  １，３８９万円 

 

Ⅰ  経費区分 

１．学校プロジェクト経費：50 万円以下／件  

①  学科、センター、委員会及び室（複数を含む。）で企画したプロジェクト又は２名以上の共

同研究、共同教育プロジェクトで、中期計画､本校の将来計画に沿った企画又は競争的資金

獲得への発展性のある企画とする。申請件数は、共同研究を含め１件とする。  

② 採択されたものについては実施報告書を作成し、成果発表会に出席し発表することを義務とする。 

 

２．基盤教育･研究経費：20 万円以下／件            

① 教職員個人の教育･研究の活発化を図ることを目的とした企画とする。従って、申請は個人単位とする。

また、申請件数は一人１件とする。 

② 申請条件は、前年度「科研費申請」および前年度「関連学会発表」があること。 

③ 申請書には、１年間の詳細で確実な研究計画を記載する。 

④ 採択された場合は、当該研究結果の実施報告書を作成し、提出することを義務とする。 

⑤ 採択された場合は、当該研究による「関連学会発表」を義務とし、翌年度までに発表すること。 

 

  ３．先進研究経費：100 万円以下／件  

①  科研費等の外部資金獲得に向けた、先進的な、個人または複数の教職員による企画とする。申請件

数は、共同研究を含め１件とする。 

②  申請条件は、前年度「科研費申請」及び過去３年間に「関連学会発表（原則:審査付き論文）」があるこ

と。（掲載許可が決定している論文については同等と見なす） 

③  複数の教職員による企画の場合、研究代表者は上記②を満たすこと。また、共同研究者全員

について過去３年度分の関連学会発表を記すこと。 

④  研究代表者及び共同研究者は本校教職員であること。 

⑤  申請書には１年又は複数年の詳細な研究計画を記載する。 

⑥ 採択された場合は、当該研究結果の実施報告書を作成し、成果発表会に出席し発表することを義務とす

る。 

⑦ 複数年にわたる申請の場合でも、審査結果によっては単年度のみの採択となる場合がある。 
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⑧  複数年にわたる研究費採択者も、採択期間１年毎に実施報告書を作成し、成果発表会に出席し発表するこ

とを義務とする。なお、複数年採択の場合も、次年度の新たな申請書を作成・提出し審査を受けるものと

する。その審査結果によっては、その後の配分予定補助金の減額ないしは取り消しもある。 

⑨ 採択された場合は、当該研究による「関連学会発表（原則:審査付き論文）」を義務とし翌年度までに発

表することを原則とする。 

 

Ⅱ  評価項目  

      １．学校プロジェクト （評価項目・評点、10 点満点）  

① プロジェクトの必要性・重要性（0～4 点） 

② プロジェクトの計画性（0～3 点） 

③ 期待される成果･効果（0～3 点） 

 

      ２．基盤教育・研究経費 （評価項目・評点、10 点満点） 

① 研究の必要性･重要性（0～3 点） 

② 研究の計画性･取組状況（研究業績を含む）（0～5 点） 

③ 期待される成果（0～2 点） 

 

３．先進研究経費 （評価項目・評点、15 点満点） 

① 研究の重要性･独創性（0～5 点） 

② 研究の計画性･取組状況（研究業績を含む）（0～5 点） 

③ 期待される成果（0～3 点） 

④ 過去 5 年間の科研費等の外部資金獲得状況（0～2 点） 

 

Ⅲ  申請にあたっての留意事項 

①  重 点 配 分 経 費 申 請 件 数 は 、 次 の よ う に 制 限 す る 。  

  経 費 区 分 １ 「 学 校 プ ロ ジ ェ ク ト 経 費 」 は 、 共 同 研 究 を 含 め １ 件 の み と す る 。  

  経 費 区 分 ２ 「 基盤教育・研究経費」 と ３ 「 先進研究経費」 に つ い て は 、 ど ち ら か １ 件 の み

申 請 で き る 。 た だ し 、 「 基盤教育・研究経費」の申請者も、１件に限り「先進研究経費」の共

同 研 究 者 に な る こ と が で き る 。 （ 経 費 区 分 １ の 申 請 状 況 と は 無 関 係 。 ）  

②  申 請 さ れ た 課 題 に つ い て は ヒ ア リ ン グ を 行 い 、 採 否 を 決 定 す る 。  

③  先 進 研 究 経 費 の 研 究 課 題 に つ い て は 、 科 研 費 等 外 部 資 金 獲 得 に 努 力 す る 。  

④  申 請 に あ た っ て は 、 詳 細 な 研 究 計 画 を 策 定 す る こ と 。  

⑤  申 請 予 算 品 目 は 、 当 該 研 究 遂 行 の た め に 必 要 欠 く べ か ら ざ る も の の み と す る 。  

現 在 所 有 の 機 器 ･備 品 ･備 品 等 で 活 用 で き る も の 、 あ る い は 自 身 の 研 究 費 で ま か な え る も の は 含

め な い こ と 。 （ パ ソ コ ン ･プ リ ン タ ー 及 び そ の 周 辺 機 器 、 ビ デ オ カ メ ラ 、 資 格 取 得 等 に 係 る 経

費 は 申 請 経 費 に 含 め な い こ と 。 ま た 、 学 会 発 表 投 稿 料 お よ び そ の 旅 費 等 は 必 要 最 小 限 に す る こ

と 。 ）  

⑥  予 算 配 分 を 受 け た 企 画 に つ い て は 、 企 画 終 了 後 、 速 や か に 実 施 報 告 書 （ プ ロ ジ ェ ク ト

の 目 的 、 内 容 、 実 施 経 過 等 の 概 要 （ 600 字 程 度 ） 、 得 ら れ た 成 果 、 成 果 の 今 後 に お け る

活 用 予 定 及 び 予 想 さ れ る 効 果 、 成 果 の 外 部 発 表 等 、 実 際 に 要 し た 経 費 等 を 内 容 と す

る ） を 、 平 成 26 年 3 月 31 日 (月 )ま で に 総務課財務係へ提 出 す る 。  
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⑦  な お 、 提 出 さ れ た 実 施 報 告 書 は 総 務 課 財 務 係 に お い て 保 管 し 、 必 要 に 応 じ 閲 覧 に 供 す

る 。  

⑧  重 点 配 分 経 費 を 申 請 し よ う と す る 者 は 、 前 年 度 の 重 点 配 分 経 費 成 果 発 表 会 を 聴 講 す る

こ と 。  

⑨  平成 24 年７月以降に採用になった新任教員に限り、経費区分２及び３の申請条件（前年度

の科研費申請及び研究業績）を満たさない場合でも申請できるものとする。 

⑩  再雇用の教員は、研究代表者として申請できないが、共同研究者に加えることは可とする。

 

Ⅳ  申請書の提出先 

   総務課財務係 

（出典：総務課財務係資料）
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資料Ａ-1-①-16：重慶大学との教育・学術に関する交流協定 

 

（出典：総務課総務係資料）
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資料Ａ-1-①-17：宇都宮大学との教育研究上の交流･連携に関する協定 

 

（出典：総務課総務係資料）
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資料Ａ-1-①-18：小山高専サテライト・キャンパス 

 

（出典：小山高専ＨＰ）

 

資料Ａ-1-①-19：教育研究推進委員会規程  
 制 定 平成２２年４月１日 

（目的）  
第１条 小山工業高等専門学校（以下「本校」という。）に、本校における教育研究活動の一 
層の推進を図り、もって本校の教育研究水準の向上に資するため、小山工業高等専門学校教 
育研究推進委員会（以下「委員会」という。）を置く。  
（審議事項）  
第２条 委員会は、次の各号に掲げる事項について審議する。  
一 教育研究活動の基本的施策に関すること。  
二 地域社会等との共同研究の基本的施策に関すること。  
三 外部資金獲得に関する基本的施策に関すること。  
四 その他本校における教育研究活動の基本的施策に関すること。  
（組織）  
第３条 委員会は、次に掲げる委員をもって組織する。  
一 副校長（総務主事）  
二 副校長（教務主事）  
三 校長が必要と認める者 若干名  
２ 前項第３号の委員の任期は１年とし、再任を妨げない。  
（委員長等）  
第４条 委員会に委員長を置き、副校長（総務主事）をもって充てる。  
２ 委員会は、委員長が招集し、その議長となる。  
３ 委員会に副委員長を置き、副校長（教務主事）をもって充てる。  
４ 委員長は、必要と認めるときは、関係教職員を委員会に出席させることができる。  
（専門委員会）  
第５条 委員会に、専門の事項を審議するため、専門委員会を置くことができる。  
２ 専門委員会に関し必要な事項は、委員会が別に定める。  
（事務）  
第６条 委員会に関する事務は、総務課が行う。  
（省略） 
 

（出典：小山高専ＨＰ）
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資料Ａ-1-①-20：小山市との包括連携協定 

 

（出典：総務課総務係資料）
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資料Ａ-１-②-１：研究業績とその分類例（研究紀要：一部抜粋） 

 

（出典：小山高専研究紀要第４６号）
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資料Ａ-１-②-２： 研究成果公表状況（教員） 

 

口頭発表（国際会議と国内学会）の件数

一般科 機械工学科 電気情報工学科 電子制御工学科 物質工学科 建築学科 合計

平成23年 26 24 52 27 68 22 219

平成24年 35 18 55 33 53 19 213

平成25年 18 18 40 51 47 13 187

合計 79 60 147 111 168 54 619

論文・著書等の件数

一般科 機械工学科 電気情報工学科 電子制御工学科 物質工学科 建築学科 合計

平成23年 34 17 12 10 15 10 98

平成24年 24 10 12 5 20 11 82

平成25年 32 12 23 12 12 10 101

合計 90 39 47 27 47 31 281

特許の件数

一般科 機械工学科 電気情報工学科 電子制御工学科 物質工学科 建築学科 合計

平成23年 0 0 0 0 0 1 1

平成24年 2 0 0 1 0 0 3

平成25年 1 0 0 2 2 1 6

合計 3 0 0 3 2 2 10

（出典：総務課人事係資料）
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資料Ａ-１-②-３：学内共同研究成果の例 

 

（出典：平成25年度「工業用水」平成26年７月発行予定 ）
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資料Ａ-１-②-４：卒業研究発表会（物質工学科[平成 25 年度]） 

 

平成 25 年度 物質工学科 卒業研究発表会プログラム 

日時：平成 26 年 1 月 31 日（金） 8:30～  会場：専攻科棟多目的メディアホール、視聴覚室 

１．発表に関する諸注意（担任） 8:30～ 

２．発表 8:35～ 

※ 発表時間（発表一人 7 分），質疑応答（3 分） 

３．講評 17:15～ 

発表順 時間 
番

号 
氏名 研究題目 

研究室

名 

1 8:35 3   ジルコニア固体酸の合成におよぼす出発物質の影響 渥美 

2 8:45 4   きのこに含まれるβ-グルカンによるヒト細胞増殖調節 笹沼 

3 8:55 6   
プラズマ溶射ステンレス基 Zn 含有 HAp 被覆材の作製とその密着性評

価 
武 

4 9:05 7   干瓢錠剤の性能に及ぼすバインダー添加の影響 田中 

5 9:15 8   気泡塔型曝気装置を用いた含油排水処理能の評価 田中 

6 9:25 9   バイオマス資源を用いた環境低負荷型植物性培地の開発 高屋 

7 9:35 1   低分子のゲル化剤と脂肪酸の混合物が作る Langmuir 膜の性質 酒井 

8 9:45 11   超臨界二酸化炭素環境下における 3 価クロムメッキ 糸井 

9 9:55 12   
乳製品由来プロピオン酸菌が生産する新規な抗菌タンパク質の分離

と精製 
高屋 

10 10:05 13   水酸カルシウムアパタイトへのナトリウムの添加効果の検討 川越 

11 10:15 14   プラズマ溶射ステンレス基 Zn 含有 HAp 被覆材の耐食性と機能性評価 武 

12 10:25 15   
PEG 鎖および複数のポリアミノ酸を有するペンタブロックポリマー

の合成と応用 
飯島 

13 10:40 16   炭酸含有アパタイト合成法の検討 川越 

14 10:50 17   
機能性トリブロックポリマーを用いたナノカプセルの物性評価と有

用性検討 
飯島 

15 11:00 18   ハーフチタノセン錯体を用いたイソプレンの立体特異性重合 西井 

16 11:10 2   
種々のアリル化剤およびルイス酸を用いるグルタル酸無水物のアリ

ル化 
亀山 

17 11:20 10   
meso-2,4-ジメチルグルタルアルデヒド=ジメチルアセタールの不斉

アルドール反応 
亀山 

18 11:30 19   
Inulin Fructotransferase (DFAⅢ合成酵素) の取得および複合酵素

反応による安価なスクロースから DFAⅢの合成 
上田 

19 11:40 20   
新規架橋型フルオレニルアミドチタン錯体の合成とその重合触媒作

用 
西井 

20 11:50 21   陽極酸化によるハイブリッド酸化チタン光触媒の作製 渥美 

21 12:00 22   
脂肪酸がドデシルトリメチルアンモニウムブロミドの Gibbs 膜およ

び臨界ミセル濃度へ与える影響 
酒井 
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22 12:10 23   分子サイズが異なるブタ胃ムチンの吸着状態の変化 酒井 

        昼休み(12:20-13:05)   

        専攻科発表会（13:00-14:50)   

23 14:50 24   ストレス環境における稲葉のポリフェノール生成変化 笹沼 

24 15:00 25   農産廃棄物を用いた機能性ペプチドの開発と利用 高屋 

25 15:10 26   根菜類に含まれる iPS 細胞分化調節因子について 笹沼 

26 15:20 27   環境負荷低減に貢献するエチレン－プロピレンゴム合成技術の開発 西井 

27 15:30 28   生乳由来の微生物を利用した産業廃棄物の微生物変換 高屋 

28 15:40 29   
PEG 鎖および 2 種類のポリアミノ酸を有するトリブロックポリマー

の合成と応用 
飯島 

29 15:55 41   感光性を有する新しい機能性ブロックポリマーの合成 飯島 

30 16:05 31   
微生物反応によるシスエポキシコハク酸からの光学活性酒石酸の合

成 
上田 

31 16:15 32   画像解析法を用いた超音波照射活性汚泥の評価 田中 

32 16:25 33   meso-2,4-ジメチルペンタン-1,5-ジオールの立体選択的アリル化 亀山 

33 16:35 34   
meso-2,4-ジメチルグルタルアルデヒドの anti-選択的不斉アルドー

ル反応 
亀山 

34 16:45 35   擬似体液試験による炭酸含有アパタイトの溶解挙動の評価 川越 

35 16:55 36   分子量によるムチンの凝集力の差異に関する研究 酒井 

36 17:05 37   溶融硫酸塩薄膜条件下における金属材料の耐食性評価 武 

37 17:15 38   
ポリエチレングリコール処理により構造改質したアルギン酸膜の透

過特性 
田中 

38 17:25 39   超臨界二酸化炭素環境下におけるパラジウムめっき 糸井 

39 17:35 40   溶融硫酸塩薄膜条件下での金属材料腐食に対する影響因子の検討 武 

40 17:45 42   イチゴの Botrytis cinerea 耐性に関する研究 笹沼 

（出典：物質工学科資料）
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資料Ａ-１-②-５：特別研究発表会（複合専攻物質工学コース[平成 25 年度]） 

平成 25 年度 物質工学コース 特別研究発表会 

  座長：西井圭

平成 26 年 1 月 31 日（金） 視聴覚室

開始    

時間 
番号 

学生 

氏名 
研究テーマ名 

指導  

教員 

13:00～13:17 1  
生分解性および生体親和性を有する新しい多成分系ポリマー

の合成と有用性 
飯島道弘

13:17～13:34 2  
機能性表面創製を目指した PEG 含有ブロックポリマーの精密

合成 
飯島道弘

13:34～13:51 3  SrMn1-xWxO3-δ（0 ≦ x ≦0.33）の合成と電気的性質 渥美太郎

13:51～14:08 4  
パラジウム触媒により発生させたスズ反応剤を経由するフェ

ノール類のハロゲン化 
亀山雅之

14:08～14:25 5  活性汚泥の代謝活性に及ぼすフロック状態の影響 田中孝国

14:25～14:42 6  
柑橘類フラボノイド配糖体による血管内皮細胞増殖の分子機

構に関する研究 

笹沼いづ

み 

発表：11 分，質疑：5 分，交替：1 分（案） 

製本日(配布日)2014 年 1 月 27 日(月)  

発表会：2014 年 1 月 31 日（金) 

 

（出典：複合工学専攻物質工学コース資料）
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資料Ａ-１-②-６：教員の研究活動と卒業研究、特別研究のテーマ 

 
学生による卒業研究及び特別研究関連の学外発表一覧 
（物質工学科、複合工学専攻物質工学コースの一部抜粋） 

物質工学科 準学士課程 

口頭発表８件 

学生名 

指導

教員

名 

書名・発表題目 

発行所、発表雑誌等

又は発表学会等の名

称 

発行又は発

表の年月 

査読

有無 
共著、発表者一覧

      （巻・号・頁等）       

佐野 

直也 

上田 

誠 

DFAⅢ生産酵素の探索と生産

条件の検討 

日本農芸化学会 2014

年度大会(講演番

号：2A10p02) 

2014 年 3

月 
無 佐野直也，上田誠 

手島 

章太 

西井 

圭 

環境負荷低減に貢献するエ

チレン・プロピレンゴム合

成技術の開発 

第 19 回高専シンポ

ジウム in 久留米講

演要旨集 p. 341 

2014.01.25 無 

手島章太，西井

圭，高屋朋彰，上

田誠 

田中 

雅幸 

高屋

朋彰 

こんにゃく飛粉を用いた機

能性ペプチドの開発 

日本農芸化学会 2014

年度大会（講演番

号：3D03p13，要旨

集 p.70） 

2014 年 3

月 
無 

田中雅幸，高屋朋

彰 

布川 

玲奈 

高屋

朋彰 

生乳からのグリセロール資

化性菌の分離と解析 

日本農芸化学会 2014

年度大会（講演番

号：4A03a02，要旨

集 p.72） 

2014 年 3

月 
無 

布川玲奈，松井

徹，上田誠，高屋

朋彰 

印口 

真央 

田中

孝国 

かんぴょう錠剤の性能に及

ぼすバインダー添加の影響 

第 16 回化学工学会

学生発表会(東京大

会)研究発表講演要

旨集 p.104 

2014.03.01 無 

印口真央，江口智

之，加島敬太，高

屋朋彰，川越大

輔，田中孝国 

加藤 

滉平 

田中

孝国 

気泡塔型曝気装置を用いた

含油排水処理能の評価 

第 16 回化学工学会

学生発表会(東京大

会)研究発表講演要

旨集 p.9 

2014.03.01 無 
加藤滉平，田中孝

国 

福井 

崇洋 

田中

孝国 

画像解析法を用いた超音波

照射活性汚泥の評価 

第 16 回化学工学会

学生発表会(東京大

会)研究発表講演要

旨集 p.10 

2014.03.01 無 

福井崇洋，吉川成

美，小林康浩，田

中孝国 

山口 

裕子 

田中

孝国 

低分子量ポリエチレングリ

コールを用いたアルギン酸

膜の改質による純水透過性

能の向上 

第 16 回化学工学会

学生発表会(東京大

会)研究発表講演要

旨集 p.41 

2014.03.01 無 

山口裕子，加島敬

太，田中孝国，今

井正直 
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専攻科物質専攻コース 

口頭発表５件 

  

指導

教員

名 

書名・発表題目 

発行所、発表雑誌

等又は発表学会等

の名称 

発行又は発

表の年月 

査

読

有

無 

共著、発表者一

覧 

      （巻・号・頁等）       

荻野目 

あずさ 

上田 

誠 
思川桜からの酒造用酵母の分離 

2014 年度日本農

芸化学会大会 

2014 年 3

月 
無 

荻野目あづさ、

三川隆、上田誠

黒須 

友紀 

飯島

道弘 

機能性表面創製を目指したＰＥＧ含

有ブロックポリマーの精密合成 

第 19 回高専シン

ポジウム in 久留

米 講演要旨集

p.342  

2014.01.25 無 
黒須友紀、飯島

道弘 

池田 

美樹 

飯島

道弘 

生分解性および生体親和性を有する

新しい多成分系ポリマーの合成と有

用性評価 

第 19 回高専シン

ポジウム in 久留

米 講演要旨集

p.499 

2014.01.25 無 
池田美樹、小河

貴郁、飯島道弘

江口 

智之 

田中

孝国 

かんぴょうを利用した安全な乾燥剤

の開発 

第 16 回化学工学

会学生発表会(東

京大会)研究発表

講演要旨集 p.105 

2014.03.01 無 

江口智之，印口

真央，加島敬

太，高屋朋彰，

川越大輔，田中

孝国 

成田 

美咲 

亀山

雅之 

パラジウム触媒により発生させたス

ズ反応剤を経由するフェノール類の

ハロゲン化 

第 19 回高専シン

ポジウム in 久留

米 講演要旨集

p.355  

2014.01.25 無 
成田美咲、西井

圭、亀山雅之 

藤田 

優希 

酒井 

洋 

電解質がドデシルトリメチルアンモ

ニウムブロミドの Gibbs 膜とミセル

に与える影響 

第 64 回コロイド

および界面化学討

論会  

2013.09.20 無 

藤田優希, 釘宮

郁, 酒井洋, 河

合 武司 

 

（出典：各学科、専攻科生の学外発表に関する調査資料、一部抜粋）
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資料Ａ-１-②-７：学生による学会発表件数 

 

学生による学外発表の件数（平成 21～25 年度） 

準学士課程 機械工学科 電気情報工学科 電子制御工学科 物質工学科 建築学科 

口頭発表 18 64 2 36 51 

論  文 0 0 0 2 6 

小  計 18 64 2 36 57 

専攻科課程 機械工学コース 
電気情報工学 

コース 

電子制御工学 

コース 
物質工学コース 建築学コース 

口頭発表 27 44 10 30 30 

論  文 1 2 0 4 1 

小  計 28 46 10 34 31 

総  計 46 150 12 70 88 

 

（出典：各学科学生、専攻科生の学外発表に関する調査資料）

 

資料Ａ-１-②-８：大学コンソーシアムとちぎ「第 10 回学生＆企業研究発表会」 

 

 

（出典：小山高専ＰＲ資料より）
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資料Ａ-１-②-９：地域企業との共同研究 

 

(出典：平成25年4月12日下野新聞)

 

(出典：総務課 地域・評価連携係資料)
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資料Ａ-１-②-10：小山市との包括連携協定にかかる受託事業（その１） 

 

（出典：総務課評価・地域連携係資料）
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資料Ａ-１-②-11：小山市との包括連携協定にかかる受託事業（その２） 

 

（出典：総務課評価・地域連携係資料）
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資料Ａ-１-②-12：外部資金獲得状況（１／２） 

 

（千円）

職

氏　名　 直接経費 間接経費

基盤研究（Ｃ） 教　授

継　続 森　夏樹

基盤研究（Ｃ） 教　授

継　続 佐藤 　　巌

基盤研究（Ｃ） 教　授

新　規 井上　次夫

基盤研究（Ｃ） 教　授

新　規 石原　学

若手研究（Ｂ） 講　師

新　規 鈴木 真ノ介

若手研究（Ｂ） 助　教

新　規 大岡　久子

若手研究（Ｂ） 准教授

新　規 小野　雄一

7 件 8,000 2,400 3,900

日本学術振興会

◎平成２２年度科学研究費補助金採択者一覧

研究種目

研究代表者

研　　究　　課　　題　　名

配分額

配分機関
所　属

Ｈ２２
Ｈ２３

電気情報工学科
熱電効果スペクトロスコピーを用いたパーコレー

ション系熱電材料の探求
700 210 0

日本学術振興会

一般科 グラフのゼータ関数とその拡張 400 120 0 日本学術振興会

一般科
論述文における適切な単語使用のための教材

開発と指導法の研究
300 90 300

文部科学省

電気情報工学科
仮想現実を用いたものづくり実験実習装置の開

発
1,900 570 600 日本学術振興会

電気情報工学科
超音波と微弱電界によるウェアラブルデバイス

用ハイブリッド通信システムの基礎開発
1,500 450 800

500 文部科学省

物質工学科 ホンモンジゴケの銅耐性機構の解明 1,400 420 1,700 文部科学省

小計

一般科
モバイル機器に対応した英語授業支援システ

ム構築とその効果に関する研究
1,800 540

 

（千円）

職

氏　名　 直接経費 間接経費

基盤研究（Ｃ） 教　授

新　規 佐藤　巌

基盤研究（Ｃ） 教　授

継　続 石原　学

基盤研究（Ｃ） 教　授

継　続 井上　次夫

挑戦的萌芽研究 准教授

新　規 酒井　洋

若手研究（Ｂ） 助　教

新　規 西井　圭

若手研究（Ｂ） 講　師

継　続 鈴木　真ノ介

6 件 5,700 1,710 3,000

【研究分担者】

配分額 （千円）

職

氏　名　 直接経費 間接経費

基盤研究（Ｃ） 助　教

新　規 山崎　敬則

基盤研究（Ｃ） 教　授

新　規 金野　茂男
電子制御工学科

人工知能の応用による遠赤外スペクトルを用い

た普及型プラスチック種類判別器の開発
100 30

一関工業高等専門学校

貝原　巳樹雄

機械工学科
タンデム双ロール法による革新的軽量クラッド

材料の開発
400 120

群馬大学

渡利　久規

小計

研究種目

研究代表者

研　　究　　課　　題　　名

研究代表者

所　属
Ｈ２３ 　所　属

氏　名

物質工学科
環境適合性タイヤ材料を目指した官能基化エ

ラストマーの合成
2,000 600 700

電気情報工学科
超音波と微弱電界によるウェアラブルデバイス

用ハイブリッド通信システムの基礎開発
800 240 600

一般科
論述文における適切な単語使用のための教材

開発と指導法の研究
300 90 200

物質工学科
繊維加工への応用を目指したムチンの界面化

学的研究
1,400 420 500

一般科 グラフのゼータ関数の拡張とその応用 600 180 500

電気情報工学科
仮想現実を用いたものづくり実験実習装置の開

発
600 180 500

備考
所　属

Ｈ２３
Ｈ２４

◎平成２３年度科学研究費補助金採択者一覧

研究種目

研究代表者

研　　究　　課　　題　　名

配分額
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資料Ａ-１-②-12：外部資金獲得状況（２／２） 

2012.12.18

（千円）

職

氏　名　 直接経費 間接経費

基盤研究（Ｃ） 教　授

継　続(H22-24) 石原　　学

基盤研究（Ｃ） 教　授

継　続(H22-24) 井上　次夫

基盤研究（Ｃ） 教　授

継　続(H23-26) 佐藤　巌

挑戦的萌芽研究 准教授

継　続(H23-24) 酒井　洋

挑戦的萌芽研究 准教授

新　規(H24-26) 久保　和良

挑戦的萌芽研究 准教授

新　規(H24-26) 森下　佳代子

若手研究（Ｂ） 講　師

継　続(H22-24) 鈴木　真ノ介

若手研究（Ｂ） 講　師

継　続(H23-24) 西井　圭

若手研究（Ｂ） 講　師

継　続(H23-24) 岡田　崇

９件 6,196 1,859 2,700 2,200

【研究分担者】

配分額 （千円）

職

氏　名　 直接経費 間接経費

基盤研究（B) 教　授

継　続 井上　次夫

基盤研究（Ｃ） 助　教

継　続 山崎　敬則

基盤研究（Ｃ） 教　授

新　規 橋本　彼路子
建築学科

生活の場としての知的障害者を支援する住まい

環境の研究
300 90

日本女子大学

定行　まり子

機械工学科
タンデム双ロール法による革新的軽量クラッド

材料の開発
200 60

群馬大学

渡利　久規

一般科
母語の読解と第二言語読解の関係についての

多角的研究
300 90

長岡技術科学大学

柴崎　秀子

計

研究種目

研究分担者

研　　究　　課　　題　　名

研究代表者

所　属
Ｈ２４ 　所　属

氏　名

0

物質工学科
環境適合性タイヤ材料を目指した官能基化エ

ラストマーの合成
700 210 0 0

一般科

（H24.10転入）
導来圏と安定性条件の研究 1,696 509 0

0

一般科
無電解ニッケルめっき廃液からのニッケルろう剤

製造法の開発
500 150 1,100 900

電気情報工学科
超音波と微弱電界によるウェアラブルデバイス

用ハイブリッド通信システムの基礎開発
600 180 0

800

物質工学科
繊維加工への応用を目指したムチンの界面化

学的研究
500 150 0 0

電子制御工学科
電子制御工学分野におけるABET対応可能な

挑戦的教育の実現と研究
1,000 300 1,100

500

一般科
論述文における適切な単語使用のための教材

開発と指導法の研究
200 60 0 0

一般科 グラフのゼータ関数の拡張とその応用 500 150 500

Ｈ２６

電気情報工学科
仮想現実を用いたものづくり実験実習装置の開

発
500 150 0 0

◎平成２４年度科学研究費助成事業　一覧

研究種目

研究代表者

研　　究　　課　　題　　名

配分額

所　属
Ｈ２４

Ｈ２５

 

◎平成２５年度科学研究費助成事業 一覧 

研究種目 

研究代表者 

研  究  課  題  名

配分額 
（千

円）

所 属 

職 Ｈ２５ Ｈ２６ Ｈ２７ 

氏 名 
直接

経費 

間接

経費 

直接

経費 

間接

経費 

直接

経費 

間接

経費 

基盤研究（Ｃ） 一般

科 

教 授 グラフのゼータ関数の拡張

とその応用 
500 150 500 150 0 0 

継 続（H23-26） 佐藤 巌 

挑戦的萌芽研究 電子

制御

工学

科 

准教授 
電子制御工学分野におけ

る ABET 対応可能な挑戦

的教育の実現と研究 

1,100 330 800 240 0 0 
継 続（H24-26） 

久保 和

良 

挑戦的萌芽研究 
一般

科 

准教授 無電解ニッケルめっき廃液

からのニッケルろう剤製造

法の開発 

1,100 330 900 270 0 0 
継 続（H24-26） 

森下 佳

代子 

基盤研究（Ｃ） 機械

工学

科 

准教授 材料力学教育を通じた教

材と教示方法に関する国

際比較研究 

500 150 1,000 300 700 210 
新 規（H25-27） 伊澤 悟 

基盤研究（Ｃ） 電気 教 授 力覚装置を仮想現実に導 2,400 720 900 270 600 180 
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新 規（H25-27） 

情報

工学

科 

石原 学 

入した実技教育装置の開

発 

若手研究（Ｂ） 電気

情報

工学

科 

助 教 
環境磁場に基づく移動ﾛﾎﾞ

ｯﾄの自律ナビゲーション法

の開発 

1,300 390 500 150 0 0 
新 規（H25-26） 

ｻﾑ ｱﾝ 

ﾗﾎｯｸ 

若手研究（Ｂ） 物質

工学

科 

講 師 環境負荷低減に貢献する

エチレン・プロピレンゴム合

成技術の開発 

2,600 780 500 150 500 150 
新 規（H25-27） 西井 圭 

若手研究（Ｂ） 
機械

工学

科 

助 教 高効率・低コスト化を実現

する電荷マネージメント層

を用いた高透明太陽電池

の開発 

1,600 480 600 180 1,200 360 
新 規（H25-27） 

加藤 岳

仁 

奨励研究 

技術

室 

技術長 学生実験における廃液教

育の導入 ―環境負荷を

考える人材育成のために

― 

600 - 0 - 0 - 
新 規 

出川 強

志 

奨励研究 
技術

室 

技術職

員 

次世代モーションセンサを

用いたナチュラルユーザー

インターフェイス実験教材

の開発 

400 - 0 - 0 - 

新 規 
加藤 康

弘 

計 10 件 12,100 3,330 5,700  1,710 3,000 900 

 

【研究分担者】 

研究種目 

研究分担者 

研  究  課  題  名 

配分額 （千円） 研究代表者 

所 属 

職 Ｈ２５  所 属 

氏 名 
直接経

費 

間接経

費 
氏 名

基盤研究（Ｃ） 

建築学科 

教 授 生活の場として知的障害者を支援する住ま

い環境の研究 
400  120  

日本女子大学 

継 続 橋本 彼路子 定行 まり子

基盤研究（B) 機械工学

科 

准教授 ショットピーニングと自己き裂治癒の併用に

よるセラミックスの摩擦・摩耗特性の向上 
400  120  

横浜国立大学 

新 規 北條 恵司 高橋 宏治

基盤研究（B) 

建築学科 

准教授 ＲＣ造袖壁付き柱の強度と変形性状に及

ぼす開口の影響の評価に関する研究 
500  150  

新潟大学 

新 規 本多 良政 加藤 大介
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科学研究費補助金採択状況 単位：千円

件数 金額 件数 金額 件数 金額
6 7,410 12 9,095 14 18,550

民間等との共同研究受入状況 単位：千円

件数 金額 件数 金額 件数 金額
12 4,490 12 5,404 12 4,843

受託研究受入状況 単位：千円

件数 金額 件数 金額 件数 金額
1 116 4 10,992 11 26,542

受託事業受入状況 単位：千円

件数 金額 件数 金額 件数 金額
1 497 2 1,000 2 526

奨学寄附金受入状況 単位：千円

件数 金額 件数 金額 件数 金額
16 10,116 21 10,335 12 7,312

助成金受入状況 単位：千円

件数 金額 件数 金額 件数 金額
0 0 3 1,510 2 1,350

補助金受入状況 単位：千円

件数 金額 件数 金額 件数 金額
0 0 2 2,824 1 1,518

23年度 24年度 25年度

23年度 24年度 25年度

23年度 24年度 25年度

23年度 24年度 25年度

23年度 24年度 25年度

23年度 24年度 25年度

23年度 24年度 25年度

 

（出典：総務課財務係資料）

 

資料Ａ-１-②-13：技術相談件数 

 

年 度 平成 22 年度 平成 23 年度 平成 24 年度 平成 25 年度 

技術相談件数 26 件 32 件 35 件 32 件 

 

（出典：地域連携共同開発センター資料）
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資料Ａ-１-③-１：人事係からの教員宛文書 

平成２６年 ４月１１日

 

 

教員 各位 

校    長

 

教員の研究業績の収集・保管について 

 

 教員各位の研究業績の収集・保管につきましては、平成２０年度から以下のとおり収集・保管

をすることになっております。 

 つきましては、平成２５年度における１年間（H25.4.1～H26.3.31）の研究業績を別添の様式に

より、お手数でも５月９日（金）までに総務課人事係あてメールにより提出くださるようよろし

くお願いいたします。 

 

【教員の研究業績の収集・保管について】 

１．研究業績の収集・保管は、総務課人事係が行う。 

２．研究業績の収集は毎年度行うこととし、前年度１年間の業績を収集する。 

３．教員各位が研究業績を提出する場合、所定の書式に従い記入し、総務課人事係あてメールに

より提出する。 

４．収集した研究業績は、各種点検、評価、受審等、必要に応じて使用する。 

５．「専攻科における教育の実施状況等の審査」（大学評価・学位授与機構）のような特別な場

合は、保管している研究業績を各教員あてに戻し、対応していくこととする。 

 

※ 各教員は、毎年度、必ず研究業績を提出すること。研究業績がない場合でも、「なし」とし

て提出すること。 

※ 研究業績は記入例を参照の上、必ず所定の書式に従って記入すること。特に、論文や著者等

の掲載誌の巻・号・頁等あるいは分担頁等、共著の場合は全共著者名を表記の順番で、またフル

ネームで記入すること。 

 

（出典：総務課人事係資料）
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資料Ａ-１-③-２：研究業績に関する評価集計票の提出率 

教員の教育業績等の自己評価（平成２５年度） 

  

教員数

教 育 業 績 研 究 業 績 

合計点 提出者

数 提出率 点数 

提出者

数 提出率 点数 

人 人 ％

（７０点 

満点） 

人 ％

（３０点 

満点） 

（１００点

満点） 

（提出者の

平均点） 

（提出者の

平均点） （平均点）

一般科 20 14 70 43 19 95 5 48 

機械工学科 12 8 67 45 11 92 5 50 

電気情報工学科 12 11 92 54 12 100 7 61 

電子制御工学科 10 8 80 52 9 90 8 60 

物質工学科 13 12 92 47 13 100 7 54 

建築学科 11 8 73 44 11 100 3 47 

合計 78 61 78 47 75 96 6 53 

（出典：総務課人事係資料）

 

資料Ａ-１-③-３：点検評価規程 
 制    定  平成２０年４月１日 
最終改正  平成２２年４月１日 

  
（趣旨）  
第１条  小山工業高等専門学校（以下「本校」という。）が、本校の教育研究水準の向上を図り、かつ、本校の目的及び社会的

使命を達成するため、学校教育法に基づく点検及び評価並びに認証評価、外部からの点検及び評価並びに日本技術者教育認定

機構による技術者教育プログラムの審査等（以下「点検及び評価等」という。）の実施に関し、必要な事項を定めるものとす

る。  
（委員会）  
第２条  本校の点検及び評価等を円滑に実施するために、点検評価委員会（以下「委員会」という。）を置く。 

２ 委員会に関して必要な事項は別に定める。  
（点検及び評価事項等）  
第３条  点検及び評価等の事項及び実施については、委員会が別に定める。  
（点検評価結果の対応）  
第４条  校長は、点検及び評価等の結果について委員会に検証させるとともに、教育研究等の改善にこれを反映させるものとす

る。  
２ 校長は、前項の検証結果に基づき、特に改善が必要と認められるものについては、関連する委員会等にその改善策の検討を

付託する。  
（雑則）  
第５条 この規程に定めるもののほか、点検及び評価等に関し必要な事項は、委員会が別に定める。  
附 則  
１ この規程は、平成２０年４月１日から施行する。  
２ 小山工業高等専門学校点検評価規程(平成１０年４月２２日制定)は、廃止する。  
   附 則  

  この規程は、平成２２年４月１日から施行する。 

（出典：小山高専ＨＰ）
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資料Ａ-１-③-４：研究活動の改善の取り組みに関する資料（その１） 
 

平成 25 年度教育研究推進委員会メール審議 

発 信 日：平成 25 年 12 月 

意見締切：平成 26 年 3 月 

審議事項： 

1. グローバル化への取り組みについて 

2. 地域連携協力会設立に伴う、地域の皆様或いは地域企業との交流(取り組み)

について 

3. ゼロエネルギーキャンパス化への取り組みについて 

4. 教育研究活動の基本的施策について 

5. 外部資金獲得に関する基本的施策について 

委員からの意見： 

1. 基礎英語力の充実、専門英語への挑戦の機会、教員の国際会議への参加促進

など 

2. ニーズ相談会の活用、共同センターの利用促進 

3. 地域ボランティア等への意識、温暖化対応処置 

4. 実力のある学生を育てる進級要件の見直し 

5. 獲得を目指すワークショップ開設、重点配分の見直し 

（出典：教育研究推進委員会資料）
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資料Ｂ-１-①-１：「第２期中期計画・平成 25 年度計画」（抜粋） 

（１）入学者の確保 

・志願者確保のための取組、入試広報の実施計画 

①a. 近隣市町村の各種イベントなどへの学生の参加を積極的に促し、広報宣伝に努める。 

①b. 近隣市町村中学校長会や教員研修会等に出席し、本校のＰＲを行う。また、近隣中学校長を積極的に訪問し、広報活動に

努める。 

②a. オープンキャンパスを 2 日間（金・土）にわたり実施し、ジュニア科学リーグ、公開講座等の活動を通じて、本校の魅力

を伝える。更に、出前授業、工陵祭（学園祭）及びロボットコンテスト等の活動等により、科学の面白さを広く中学生に紹介

し、本校の魅力を伝える。 

（２）教育課程の編成 

①-1 社会のニーズに対応した学科再編等を継続的に検討する。特に新学科「電気電子創造工学科」の確実な運営に向けて、新

設科目や習熟度別授業の準備を進める。 

①-2 本校の教育課程が学生や社会のニーズに配慮したものとなっているかどうか、学生、卒業生、進学先大学・大学院、就職

先企業等に対し、アンケート調査を実施し、必要に応じて教育課程を見直す。 

【３．社会との連携、国際交流等に関する事項】 

①c. 栃木市に設置しているサテライト・キャンパスにおいて、栃木市を核とする各種団体と連携し、情報発信、イベント開

催、地域研究等の各事業を推進する。 

①e. 先進的キャリア教育推進室において地域企業の若手技術者等を対象とした技術講座を企画・実施する。 

・小中学校と連携した理科教育支援への取組計画 

③a. 各センターや各学科で実施している公開講座や出前授業を統括・整理して再構築し、より魅力ある公開講座・出前授業を

実施する。  

③b. 地域連携共同開発センターの教育文化活動支援部門が出前授業やロボットデモを統括して実施するとともに、地域自治体

等主催のイベントに積極的に参加する。小山市教育委員会と連携して「理科教育支援」を実施するとともに、「キッズ・

ユニバーシティー・おやま in 小山高専」に協力する。 

            （出典：小山工業高等専門学校第２期中期計画・平成 25 年度計画）

 

資料Ｂ-１-①-２：小山工業高等専門学校事務組織規程（抜粋） 
 

小山工業高等専門学校事務組織規程 

第３章 事務分掌 

７ 評価・地域連携係においては、次の事務をつかさどる。 

六 公開講座及び生涯学習に関する企画及び立案（総務係の所掌に属するものを除く。）に関すること 

七 生涯学習に関する企画、立案及び連絡調整に関すること。 

（出典：小山高専ＨＰ）

 

資料Ｂ-１-①-３：地域連携共同開発センター規則（抜粋） 
 

小山工業高等専門学校地域連携共同開発センター規則 

（業務） 

第２条 センターにおいては、次に掲げる業務を行う。 

六 公開講座に関すること。 

七 地域の教育文化活動及び生涯学習活動等の支援に関すること。 

（出典：小山高専ＨＰ）
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資料Ｂ-１-①-４：公開講座広報の例（配布ポスター） 

  

（出典：総務課評価･地域連携係資料）

 

資料Ｂ-１-①-５ 公開講座広報の例（市広報） 

（左出典：広報とちぎ 平成 26 年１月号 p.11） 

（右出典：広報小山 平成 25 年 10 月 15 日号 p.11）
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資料Ｂ-１-①-６：平成 25 年度公開講座一覧  28 件 

 
（出典：総務課評価･地域連携係資料）

 

資料Ｂ-１-①-７：公開講座実施風景 
 

   

         風に向かって走る車を作ろう（本校にて）   建築・デザインイスの模型づくり（サテキャンにて） 
   

（出典：総務課評価･地域連携係資料資料）

 

資料Ｂ-１-①-８：公開講座年度別実施件数の推移 
 

年度 平成 22 年度 平成 23 年度 平成 24 年度 平成 25 年度 

公開講座 ４１ ４７ ３０ ２８ 

 

（出典：総務課評価･地域連携係資料）
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資料Ｂ-１-①-９：平成 25 年度出前授業・イベント等一覧  61 件 

 

（出典：総務課評価･地域連携係資料）
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資料Ｂ-１-①-９：平成 25 年度出前授業・イベント等一覧（続き） 

 
 

（出典：総務課評価･地域連携係資料）
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資料Ｂ-１-①-10：出前授業風景写真、イベント風景写真 

  

出前授業（おやま・まちづくり出前授業、ペットボトルロケット）  イベント（キッズ・ユニバーシティー・おやま） 

（出典：総務課評価･地域連携係資料）

 

資料Ｂ-１-①-11：出前授業・公開イベントの年度別実施件数の推移 

出前授業・公開イベント年度別実施件数 

年度 平成 22 年度 平成 23 年度 平成 24 年度 平成 25 年度 

出前授業・公開イベント ４９ ５０ ４８ ６１ 

 

（出典：総務課評価･地域連携係資料）
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資料Ｂ-１-①-12：平成 25 年度小山高専サテライト・キャンパスでの公開講座,イベント,各種団体との連携事業の一

覧 

                                  29 件 

 

（出典：総務課評価･地域連携係資料）
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資料Ｂ-１-①-13：小山高専サテライト・キャンパスの公開講座,イベント,各種団体との連携事業実施風景

   

イベント・連携事業(建築学科紹介+木の家ネット全国大会） 

（出典：総務課評価･地域連携係資料）

 

資料Ｂ-１-①-14：小山高専サテライト・キャンパスでの公開講座,イベント,連携事業の年度別実施件数推移 

年度別実施件数 

年度 平成 22 年度 平成 23 年度 平成 24 年度 平成 25 年度 

公開講座・イベント・連携事業    ２１ ５４ ３５ ２９ 

（出典：総務課評価･地域連携係資料）

 

資料Ｂ-1-①-15 図書情報センターの一般開放実績の推移 

学外利用登録者（平成26年3月31日現在）　　　296人
新規登録者
年度 平成２３年度 平成２４年度 平成２５年度
新規登録者 12人 １９人 15人
学外貸出冊数一覧
年度 平成２３年度 平成２４年度 平成２５年度
貸出種類 図書 雑誌 計 図書 雑誌 計 図書 雑誌 計
冊数 212 28 240 181 27 208 232 43 275  

（出典：図書情報センター資料）

 

 

資料Ｂ-１-①-16：施設の開放状況 

施設の開放状況（平成２５年度　　９日）
期日 利用者 利用施設

9月8日 小山市空手道連盟　 第一体育館
8月22日 社会福祉法人　つむぎ　多機能型事務所　くわの実 管理棟西側入口
8月28日 社会福祉法人　つむぎ　多機能型事務所　くわの実 管理棟西側入口
9月5日 社会福祉法人　つむぎ　多機能型事務所　くわの実 管理棟西側入口
9月12日 社会福祉法人　つむぎ　多機能型事務所　くわの実 管理棟西側入口
8月7日 荒川区立尾久八幡中学校長 第二体育館
8月8日 　　” 　　”
 '8月9日 　　” 　　”
9月1日 小山市テニス協会 テニスコート  

（出典：総務課施設係資料）
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資料Ｂ-１-①-17：研究生、科目等履修生、聴講生の受け入れ学生数 

研究生，科目等履修生，聴講生の受入学生数(平成23～25年度)
平成23年度 平成24年度 平成25年度

研究生 4 3 2
科目等履修生 0 0 0

聴講生 0 0 0  
 

（出典：学生課教務係資料）
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資料Ｂ-1-②-1：公開講座受講者アンケート用紙の一例 

  

（出典：総務課評価･地域連携係資料）
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資料Ｂ-1-②-２：公開講座受講者アンケート結果  28 件 

 

（出典：総務課評価･地域連携係資料）
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資料Ｂ-1-②-３：サイエンススクエアアンケート用紙，集計表，実施報告 

  

  

（出典：総務課評価･地域連携係資料）
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資料Ｂ-1-②-４小学校理科教育支援プロジェクト実施状況、アンケート様式 

 

  

（出典：総務課評価・地域連携係資料）
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資料Ｂ-1-②-５：図書情報センターの一般利用者アンケート用紙 

 
 

（出典：図書情報センター資料）
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